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特 別 講 演

癌 の 化

愛知県がんセンター

太 田

癌の化学療法はあたか も結核の化学療法の後

を追っ て進歩 してきた感がある｡ す ぐれた新制

癌剤の開発は基本的に重要であるが,制癌剤の

投与法の研究が臨床的には重要な課題であり,

特に今 日の癌の化学療法の臨床において,多剤

併用療法は 丘rstchoiceの治療法 として広 く用

いられている｡ 多年にわたり,多剤併用療法の

基礎的,臨床的研究に従事 してきたので述べた｡

特に L1210マウス白血病にお いて みつ けた

mitomycinC,5FU,cytcsinearabinosideの 3

者併用 MFCを臨床的に応用 し,胃腸の癌にす

ぐれた効果を得た｡また MFCは腺癌系に対 し

有効であることは肺癌の中で も腺癌 に特にす ぐ

れた効果があり,転移性肺腫疫の中で も,冒,

腸ヲ苗か らの転移はもちろんのこと,子宮休部癌,

乳癌の肺転移にもす ぐれた効果を発揮 した｡多

剤併用療法で も組織型別の適応が考え られ,肺

の扇平上皮癌には METT(MitomycinC,En-

doxan,Thio-TEPA,Toyomycin)による4者

併用が有効であり,肺の小細胞性未分化癌には

METVFC (Mitomycin C,Endoxan,Toyo一

mycin,Vincristine,5FU,Cytosinearabinoside)

が も っ と も有効 で あ った｡特 に肺癌 の 丘rst

学 療 法

第 2内科,化学療法部

和 雄

choiceの治療法 として用いているMETT と放

射線 と同時併用療法は90%近い奏効率を示 し,

60%が著効を示 した｡ しか もいずれの組織型に

もす ぐれた効果を示 した｡

近年癌の免疫療法 として注 目されている溶連

菌製剤 OK-432の作用機構を研究する目的で,

肺癌,胃癌の癌性胸膜炎の腹腔 内に投与 して,

胸水中の細胞の変化 につ いて経時的 に追求 し

た｡OK-432注入直後,好中球,マクロファー

ジの浸出が著明で,ついで癌細胞が崩壊 し始め,

時に変性 した癌細胞に好中球, リンパ球が付着

しているものがみ られ,ついで好中球,癌細胞

は消失 し,リンパ球が増加する｡あたか もBCG

療法における炎症によるまき込み効果に相当す

る所見がみ られた｡ OK-432の癌性胸膜炎に対

する効果は著 しく,諸種制癌剤に耐性 となった

症例に 0Ⅹ_-432単独です ぐれた臨床効果 が得

られたものがあり,胸水のすみやかな減少,潤

失,癌細胞の消失は臨床的に有用な治療法であ

る｡ また多剤併用療法に OK-432 を筋注で長

期投与することによって,免疫化学療法 として

応用できる可能性について述べた｡
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